
「第６次吉田町総合計画」の案に対するパブリックコメント手続 

の実施結果について  

 

「第６次吉田町総合計画」の案に対して実施したパブリックコメントにつき

ましては、貴重な御意見等をお寄せいただき、誠にありがとうございました。 

いただいた御意見等の概要とこれらに対する町の考え方（案）を取りまとめ

ましたので、公表いたします。 

なお、御意見等の一部については、趣旨を損なわない範囲で集約させていた

だいておりますので御了承ください。 

 

１ パブリックコメントの実施概要 

 ⑴ 案 件 名 「第６次吉田町総合計画」 

 

⑵ 実施期間 令和５年１２月６日(水)～令和５年１２月１９日(火) 

  

⑶ 公表方法 

ア 吉田町ホームページ 

イ 吉田町役場庁舎６階企画課(閲覧及び配布) 

ウ 吉田町役場庁舎１階「吉田町情報コーナー」 

 

⑷ 募集結果 

意見の提出方法 件数 人数 

持    参 ０ ０ 

郵    送 ０ ０ 

ファクシミリ ０ ０ 

電 子 メ ー ル ３ １ 

募集フォーム ４ １ 

合   計 ７ ２ 

 

資料№５ 



２ 意見等の概要と町の考え方 

計画名 第６次吉田町総合計画 

番号 意見等の概要及び町の考え方（案） 

１ 

ページ、項目等 地球温暖化防止策に関する件 

意見等の概要 

ＳＤＧｓ、カーボンニュートラル、地球温暖化対

策に関する記述が構想案では０。計画案でも記載内

容が貧弱と見受けられます。 

 ２０３０年を目途に具体的な削減目標を掲げてい

る地方自治体を多く見受けます。吉田町も、現状及

び目標値の具体的な数値を記載し努力すべきと考え

ます。昨今の世界の異常気象を見ると喫緊の課題と

考えます。 

 断熱改修無しでの小中学校へのエアコン設置は省

エネに逆行しております。 

 目先の金額からの手段と思いますが、まずは公共

建築の断熱改修からスタートし、具体的な省エネ効

果を公表すべきと考えます。 

町の考え方

（案） 

地球温暖化対策に関しましては、基本構想におい

ては「３.施策の大綱」の「第２章 豊かな自然と共

生するまちづくり」の中に記載がございます。また、

基本計画においては、「第２章 豊かな自然と共生す

るまちづくり」の「ごみ減量・リサイクル」分野及

び「地球温暖化防止対策」分野において掲載がござ

います。 

 現在、当町では、個別計画として令和７年４月策

定を目指し、環境基本計画及び地球温暖化防止対策

実行計画の策定作業を進めているところでございま

す。 

 今後これらの個別計画の策定において、さらに具

体的な目標及び施策についてもお示しできる予定で

す。 

第６次総合計画におきましては、これらの個別計

画策定を見据えた内容を掲載しております。 

 



計画名 第６次吉田町総合計画 

番号 意見等の概要及び町の考え方（案） 

２ 

ページ、項目等 食料自給率に関する件 

意見等の概要 

１９５０年頃の食料自給率は約８０％程度、人口

約８,０００万人。現在の食料自給率は３８％程度、

人口約１２,０００万人。人口は１.５倍、当時の生

産量が維持出されても約５０％程度の自給率です。

現在の自給率がいかに低いか一目瞭然です。 

 昨今、国は防衛力増強を声高に発しております。

防衛力増強以前に、我が国が海上、空路を断たれれ

ば食料、エネルギーはＯＵＴです。 

 昨今、世界は異常気象、紛争、人口増加とますま

す食料、エネルギーの調達は困難になると考えます。 

 吉田町の耕作放棄地は、吉田田んぼ程度の面積に

達していると聞いております。 

 吉田町も農協等と協力し食料増産の手立てを至急

検討すべきと思います。 

町の考え方

（案） 

御意見のとおり、食料自給率に係る食料安全保障

に関しては重要事項の一つだと捉えております。 

 町としては、「第３章 活力と魅力あふれる産業振

興のまちづくり」の「農業」分野の施策１、２及び

３で掲げる農業経営基盤強化の促進、農業生産基盤

の整備・保全、荒廃農地の解消等に取り組み、安定

的な農業経営を図ることが農産物の供給に寄与する

ものと考えております。 

 引き続き、農業協同組合をはじめ、農業関係団体

と連携し、農業振興に努めていきます。 

 なお、吉田たんぼの面積は約１００ｈａ、荒廃農

地面積は１４ｈａ（令和４年度）となっています。 

 

 

 

 

 



計画名 第６次吉田町総合計画 

番号 意見等の概要及び町の考え方（案） 

３ 

ページ、項目等 デジタル化に関する件 

意見等の概要 

最近マイナ保険証の不都合が問題となっておりま

す。国内の保険組合が１,０００程度あると聞き、驚

きでした。 

 勤務先が変われば健保組合も変わり、其のたびに

人手を介す為、間違いが生じるのは当然と考えます。

デジタル化とは本人が全て操作可能で成り立つ事と

思います。保険組合は一元化し、被保険者が簡単に

入力できるようにする事がデジタル化（合理化）と

考えます。既設の複雑な仕組みをそのままにデジタ

ル化を行う事は不可能と考えます。 

 それと、デジタル化とは直接関係はありませんが、

政府への信用度が不可欠である事が前提と思いま

す。 

町の考え方

（案） 

デジタル化につきましては、基本計画のデジタル

化分野に掲げてありますように「デジタル技術を活

用し、行政の業務効率化と住民サービスの利便性の

向上が図られたまち」を目指すと共に、国が掲げる

「誰一人取り残さない、人に優しいデジタル化」を

目指し、誰もが安全・安心で利用しやすい行政サー

ビスが提供できるよう進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



計画名 第６次吉田町総合計画 

番号 意見等の概要及び町の考え方（案） 

４ 

ページ、項目等 生活交通に関する件 

意見等の概要 

「高齢化が進む中、移動に困難を感じる「交通弱

者」の方々が増えることが予想され、高齢者や運転

免許返納者者の移動手段の確保対策が求められてい

る」としていますが、上段で「誰でも気兼ねなく」

と記載していることから、もっと広義的な意味での

「交通弱者」（単独での自家用車移動が困難である

者、学生等を想定）とした方が関連計画である「地

域公共交通計画」との整合性が取れると思います。 

町の考え方

（案） 

当町では、関係する個別計画であります「吉田町

地域公共交通計画」におきましても、基本方針に「だ

れもが気兼ねなく「おでかけ」できる町を目指して」

と掲げ、各関係施策に取り組んでいるところでござ

います。 

 その地域公共交通計画に掲載されております策定

の経緯において、自家用車の使用割合が多い当町で

は、高齢化が進展し自動車の運転を中止することに

より移動制約が大きくなり、「交通弱者」の増加も予

測される旨が記載されております。 

 御指摘の箇所は「現状と課題」を掲載する箇所で

すので、当町として課題であると捉えております前

述の内容を掲載しております。 

 よって、「交通弱者」の定義を高齢者に限定してい

る記述ではないと御理解いただけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 



計画名 第６次吉田町総合計画 

番号 意見等の概要及び町の考え方（案） 

５ 

ページ、項目等 自治会への加入率に関する件 

意見等の概要 

当町の自治会加入率は、県内でも低かったと記憶

しています。その中で、第５次計画の目標率が達成

できなかった上に現状維持も難しいのであれば、目

標値自体を再考するか、記載する施策内容を変更す

る必要があると考えます。 

町の考え方

（案） 

住民が積極的にコミュニティ活動に参加し、地域

活動が自発的に進められている状態を町が目指すに

当たり、自治会活動に対する各種支援は有効な施策

であると考えています。 

 なお、分野の主な成果指標としている自治会への

加入率については、第５次総合計画の目標値である

75％を見直し、全国の自治会加入率の平均値である

71.7％を新たな目標として掲げ、引き続き「行政と

住民が一体となって取り組むまちづくり」を進めて

いきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



計画名 第６次吉田町総合計画 

番号 意見等の概要及び町の考え方（案） 

６ 

ページ、項目等 日本語教室に関する件 

意見等の概要 

第５次計画策定時の推計よりも生産年齢人口が上

回っています。これは、外国人労働者の増加が要因

の一つと考えられますが、多文化共生を支援する施

策目標が国際交流協会が実施する日本語教室の実施

回数のみとなっています。新型感染症等が拡大した

場合、目標達成が難しくなる可能性があります。ま

た、国際交流協会の事務局は役場企画課内にありま

すが、日本語教室は協会の事業です。第５次計画と

同様に町の施策として行うものを目標値に設定する

必要があるのではないかと考えます。 

町の考え方

（案） 

御推察のとおり、ここ近年、当町における外国人

住民は年々増加傾向にありますが、日本語を話せな

いことで地域コミュニティへ参加できない等の課題

により、日本語習得の機会の拡充が必要となってお

ります。 

 そこで第６次総合計画の前期基本計画では、現在、

国際交流協会が行っている「日本語勉強会」とは別

の事業として、初心者を対象とした「日本語教室」

を実施することといたしました。実施に際しまして

は国際交流協会の協力のもと、町が実施主体となり

ます。 

 また、目標値の達成を御心配いただいております

が、成果指標は従来の国際交流協会が実施する「日

本語勉強会」の実施回数のみではないことに加え、

現時点で感染症等が拡大した場合を前提とした目標

値にすることは趣旨にそぐわないと考えておりま

す。 

 

 

 

 



計画名 第６次吉田町総合計画 

番号 意見等の概要及び町の考え方（案） 

７ 

ページ、項目等 関連する個別計画の表記に関する件 

意見等の概要 

関連する個別計画の表記の仕方が異なる計画があ

ります。「高齢者福祉」分野では 吉田町第１０次高

齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画となっ

ていますが、他記載は、計画名のみです。 

町の考え方

（案） 

御指摘のとおり、他記載と違う表記となっており

ました。 

 個別計画が更新されても関連する個別計画である

ことに変わりはないことから、他記載と同様に計画

名のみの表記に修正させていただきました。 

 


